
学校名 県立八重山高等学校 科・コース名 普通科 クラス １～６組 単位 2 学年 2

教科名 地理歴史 科目名 歴史総合 教科書名（会社名）

知 思 態
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１章　歴史と私たち ◎ ○ ○ 1
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第１節　冷戦と植民地化・

第二次世界大戦

脱植民地化は、どのよ
うにすすめられたのだ
ろうか。

第２節　世界秩序の
変容と日本

冷戦後の世界はどのよう

な関係にあり、日本はその

中でどのような位置にあ

るのだろうか。

第３節　現代的な諸課

題の形成と展望

歴史を「探究」するとはど

のようなことだろうか。

第３節　第二次世界
大戦後の世界と日

本

第二次世界大戦後の世界で

は、どのような国際関係や秩

序が形成されたのだろうか。

冷戦構造はどのようにして変化したのだろうか。

急速な経済成長は何をもたらしたのだろうか。

ベトナム戦争は国際社会にどのような影響をあたえたのだろうか。

「グローバル化」とはな
にか

⑤ 多様な人々の共存

④ 高度情報通信

3

学

期

４

月

1

月

2

月

3

月

グローバル化はどういうものなのだろうか。

私たちの生きている時代はどのような社会なのだろうか。

「探究」活動とは具体的にどのような取り組みなのだろうか。
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自ら「問い」を立てるとはどのようなことなのか。

「仮説」を立てるとはどのようなことなだろうか。

現代の諸課題をグローバル化という視点から考察しよう

５  グローバル化の光と影

６  時代の転換点に立って

➀ 「探究」するとはどういうことだろうか

② 「探究」活動のテーマから問いをたてよう

③  「探究」活動のテーマから仮説をたてよう

これまでの学習を振り返り現代的な諸課題の形成と展望を考えよう！

ドイツ・イタリア・日本は,どのように対外侵略を進めていったのだろうか。

どのようにして再び世界大戦が始まったのだろうか。

どのような経過を経て第二次世界大戦は終わったのだろうか。

３ 奇跡の高度成長がはじまった

４  アメリカも中国も揺れ動いた

日本はどのような外交を展開したのだろうか。5　日本の国境・領土が定まった

第二次世界大戦後,どのような国際秩序が形成されたのだろうか。

敗戦後,日本はどのように変わったのだろうか。
冷戦は,第二次世界大戦後の東アジアにどのような影響をあたえたのだろうか。　

講和後,国際社会に復帰した日本はどのような課題に直面したのだろうか。

2 日本は連合国に占領された

3 冷戦の影響は東アジアにもおよんだ

4　第一次世界大戦がアジアにもたらしたもの

日本と清は,何を争ったのだろうか。

日露戦争はどのように起こったのだろうか。

日本のアジア進出は,韓国・中国にどのような影響をおよぼしたのだろうか。

6　日本も立憲国家になった

ロシア革命は世界にどのような影響を与えたのだろうか。

大戦後,戦勝国はどのような国際秩序をつくろうとしたのだろうか。

大正デモクラシーの風潮のなか,日本の政治・社会にどのような変化がおきたのだろうか。

冷戦の終結は国際社会に安定をもたらしたのだろうか。

アジア諸国の独立はどのようにして成し遂げられたのだろうか。

４  「唯一の超大国」アメリカがゆらいだ

【学年末考査】

ドル＝ショックと石油危機は,世界にどのような影響を与えたのだろうか。

石油危機を経た後,アジア諸国はどのような時代をむかえたのだろうか。

５つのキーワードからどのような疑問点が浮かびあがってくるだろうか

１  世界を揺るがした２つのショック

２  アジアが躍動した

３  冷戦が終わり、ソ連は消滅した 冷戦はどのように終結に向かっていったのだろうか。

西アジアのイスラーム世界は,ヨーロッパ諸国にどのように対応したのだろうか。

4 世界は戦争の道を歩み始めた

5 再び世界大戦がはじまった

1 恐慌の嵐が吹き荒れる

2 大衆は新たな勢力に期待をかけた

3 日本と中国の対立が深まった

【2学期中間考査】

日本の産業革命はいつ,どのようにしてすすんだのだろうか。

何のために学ぶのか。

2　世界初の社会主義国家が誕生した

「近代化」を振り返り 現代的な諸課題と結び付けて考えよう！ 現代の諸課題を通し，近代化とは何だったのかを考察しよう。

①第一次世界大戦とその後の世界

②植民地の独立

政府や民衆は憲法に何を期待したのだろうか。

ヨーロッパ列強諸国は,なぜ帝国主義政策を採用したのだろうか。

第一次世界大戦後,東アジアでひゃどのような運動が展開されたのだろうか。

空前の繁栄のもとで,アメリカの社会はどのように変化したのだろうか。

世界恐慌に対して各国はどのように対応したのだろうか。

ファシズムや日本の軍部は,どのようにして台頭したのだろうか。

ヨーロッパ諸国の進出は,南アジア・東南アジアの諸国にどのような影響を与えたのだろうか。

欧米諸国は,何を求めて東アジアにやってきたのだろうか。

開港後の政治や社会の変化に,清と日本はどのように対応したのだろうか。

8  アメリカは内乱を経て国民統合をはたした

1  ヨーロッパがもたらした衝撃

2  清と日本が開国をせまられた

3  南アジア・東南アジアの落日

4　進と日本は外圧に対応した

１　アジアとアフリカの国々が独立した

２  核戦争の危機に世界がはじまった

4 日本は新たな道を歩み始めた

➀ 冷戦と国際関係

② 食料と人口,資源・エネルギー地球環境

6　空前の繁栄の光と影

6 戦争が終わった

２　日本は,初の大規模な対外戦争をおこした

３　日露戦争に世界が注目した

４　韓国は植民地となり,清は倒れた

５　糸がささえた産業革命

6  何のために学ぶのか

１　「可能なら,惑星も併合したい」

③大衆社会の到来と社会・くらしの変化

1　すべてが戦争に巻き込まれた

③ 人と資本の移動

民主主義の成果を守り続けるために何が重要だろうか

3　世界は国際協調を模索した

7　大衆が政治を動かし始めた

観点別評価の

表記について

・学習改善（指導）に生かす評価［●］は、毎時間行うものであり年間指導計画には表記しない。
・評定に用いる（記録に残す）評価は、［◎］＝ペーパーテストで見取る、［○］＝ワークシートなどのペーパーテスト以外で見取ることを表す。

学期 月 ＦＱ
（中項目/単元を貫く問い）

小単元名と考査の位置づけ ＭＱ（本時の問い）
評価の観点

時数大項目
大項目

の問い
中項目

（教科書にある単元名でも可）

令和5年度

年間指導計画

科

目

目

標
（

資

質

・

能

力
）

柱書
社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主
的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能
現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付
けるようにする。

思考力，判断

力，表現力等

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる課題の解決に向けて構想し
たりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

学びに向かう

力，人間性等

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される

日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

高等学校 新歴史総合（第一学習社）

6　イギリスの影響が世界におよんだ

第1節　18世紀のアジ

アの繁栄

１

部

　

歴

史

の

扉 「歴史」とは何か

「近代化」とは何か
序章　近代化への問
い

オリエンテーション

巻頭資料　各地域の諸文明

１　歴史と私たち　身近なものと歴史 私たちの身近にあるものには，どのような歴史や世界との結び付きがあるのだろうか。

２　歴史の特質と資料

⑤移民

②学校と教育

③権利意識と政治参加や国民の義務

④交通と貿易

⑥労働と家族

６つのキーワードからどのような疑問点が浮かびあがってくるだろうか

①産業と人口

私たちは過去の状況をどのようにして知り，伝えてきたのだろうか。

第４節　帝国主義と
アジア諸国の変容

帝国主義は、世界にどのよう

な影響をあたえたのだろう

か。

「国際秩序の変化や大衆化」とは何か

第一次世界大戦はそれ以前の戦争とどのように異なるのだろうか。

7　イギリスに追いつき、追いこせ 後発国では、どのように国民国家の形成がすすんだのだろうか。

なぜ、世界で最初の産業革命はイギリスで起こったのだろうか。

イギリスは19世紀の世界においてどのような影響力をもったのだろうか。

18世紀の東アジアでは、どのような国際秩序が形成されたのだろうか。

国際商業の展開はヨーロッパの人々の生活や考え方をどのように変えたのだろうか。

18世紀ころのアジアは、なぜ繁栄して

いたのだろう。

第２節　工業化の進
展と国民国家の建
設

ヨーロッパ・アメリカでは、近代化の動き

はどのようにすすんでいったのだろう

か。

アメリカ合衆国は、どのようにして国民国家を形成したのだろうか。

3　人々の政府を自らつくる

4　政治は国民のために

5　自由主義とナショナリズムが広まった

アメリカ合衆国は、どのように建国されたのだろうか。

フランスの旧体制はどのように打倒されたのだろうか。

フランス革命は、各地にどのように影響を与えたのだろうか。

18世紀の東アジア各国の社会や経済に共通することは何だろうか。

【1学期中間考査】

 １ 清が東アジアに君臨した

1

0

月

第一次世界大戦後,アジアではどのような小河期が生じたのだろうか。

序章　グローバル化
への問い

1 新しい世界治癒場が築かれた

序章　国際秩序の変化

や大衆化への問い

「国際秩序の変化や大衆

化」とは何か

第１節　第一次世界
大戦と大衆社会

第一次世界大戦と大衆社

会の到来は、世界にどの

ような影響をあたえたのだ

ろうか。

1

2

月

5　朝鮮・中国の民衆が立ち上がった

中国は,どのように抗日の態勢をととのえていったのだろうか。

大衆社会の中で生きている現在、どのように在るべきか考えよう。第４節　国際秩序の変化や大衆化

と現代的な諸課題

大衆社会において、現在の私

たちはどのように生きていく

べきだろうか。
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第３節　結び付く世
界と日本の開国

アジア諸国はヨーロッパ・アメリカの進

出にどのように対応したのだろう。

令和5(2023)年度　『歴史総合』シラバス

1

1

月

【2学期期末考査】

5

月

6

月

【1学期期末考査】

7

月

1

学

期

 ２ 東アジアは成熟期をむかえた

 1  砂糖入り紅茶とキャラコに魅せられて

 2　国産化が世界をつくり変える

第２節　経済危機と
第二次世界大戦

なぜ、二度目の世界大戦

はおきたのだろうか。

○ ○ 1

なぜ歴

史を学

ぶのか

2

学

期

9

月

評価について

（１）評価は、①知識・技能　　②思考力・表現力・判断力　　③主体的に学習に取り組む態度　の３つの観点をもとに総合的に行う。
（２）評価の仕方について

　　①１学期・２学期は、３観点をそれぞれA・B・Cで評価する。

　　　　（達成率）　　　　　　　　　　　　　（評価）

　　　　80％（達成率）・・・・・・・  A（十分に満足できる）

　　　　A,C以外 ・・・・・・・・・・　B（おおむね満足できる）

　　　  30％以下 ・・・・・・・・・・  C（努力を要する）

　　②「評定」への総括は、「観点別評価A,B,C」の「数値×比重（合計）」を基に行う。　A＝３　B＝２　C＝１とする

　　　　 ３観点の合計　3以下2.7以上：5　　2.6以下2.1以上：4　　2以下1.7以上：3　　1.6以下1.1以上：2　　1(単位保留)　　　

　　③歴史総合の評価配分は、次の通りとする。

　　　　知識・技能 　： 　思考力・表現力・判断力　 ：　主体的に学習に取り組む態度　　→　　４　：　３　：　３


